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改
定
こ
う
み
る
４
（
外
科
・
整
形
） （
２
面
）

隠
さ
れ
た
被
曝
労
働
を
告
発
（
３
面
）

小
児
科
の
向
上
会
レ
ポ
ー
ト
（
４
面
）

主な内容

盟
が
設
立
さ
れ
た
。
有
床
診
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

１
９
８
９
年
頃
に
は
２
万
３
千

施
設
あ
っ
た
の
が
、
２
０
１
１

年
に
は
半
数
以
下
の
１
万
施
設

に
減
り
、
病
床
数
も
　
・
２
万

２７

床
か
ら
　
・
１
万
床
に
減
っ
て

１３

い
る
。
２
０
１
１
年
１
年
間
で

も
、４
９
７
施
設
、５
千
６
百
床

減
り
続
け
て
い
る
。
は
た
し
て

有
床
診
が
こ
の
ま
ま
自
然
消
滅

し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
▼
有
床

診
は
入
院
機
能
を
有
す
る
　
床
１９

以
下
の
医
療
施
設
で
あ
り
、
地

域
に
密
着
し
た
施
設
と
し
て
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

有
床
診
療
所
の
病
床
が
果
た
し

て
い
る
役
割
と
し
て
は
、
①
か

か
り
つ
け
患
者
の
一
時
的
入
院

②
病
院
か
ら
の
退
院
患
者
の
受

け
皿
や
、
在
宅
・
介
護
施
設
へ

の
橋
渡
し
③
手
術
等
の
専
門
医

療
提
供
④
在
宅
医
療
の
拠
点
、

終
末
期
医
療
（
看
取
り
）
を
担

う
役
割
⑤
救
急
に
対
応
す
る
機

能
等
が
あ
る
が
、
特
に
、
へ
き

地
、
離
島
、
農
村
、
山
間
部
、
小

規
模
都
市
に
お
い
て
は
休
日
・

夜
間
救
急
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
か
か
り
つ
け

医
は
患
者
の
全
体
像
を
把
握
し

て
い
る
し
、
患
者
の
方
も
自
宅

か
ら
近
く
、
入
院
し
て
も
医
師

が
変
わ
ら
な
い
の
で
安
心
感
を

持
っ
て
い
る
▼
無
床
化
の
理
由

と
し
て
は
、
看
護
職
員
の
雇
用

困
難
、
医
師
の
過
重
負
担
等
が

あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
よ

り
安
い
入
院
基
本
料
等
、
診
療

報
酬
の
評
価
の
低
さ
も
大
き
な

原
因
で
あ
る
。
高
齢
社
会
に
お

け
る
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
の

中
核
と
し
て
の
有
床
診
の
役
割

を
再
度
見
直
し
、
病
院
と
有
床

診
が
共
存
、
連
携
で
き
る
よ
う

な
施
策
を
望
み
た
い
。 
（
彦
）

　
最
近
、
有

床
診
療
所

（
以
下
、有
床

診
）
を
応
援

す
る
議
員
連

サ
ー
ビ
ス
実
施
義
務
を
明
確
に

し
、そ
の
下
で
サ
ー
ビ
ス
を「
現

物
給
付
」
し
て
い
る
。
こ
れ
を

解
体
し
、
介
護
保
険
制
度
同
様

の
「
現
金
給
付
化
」、
提
供
主
体

と
保
護
者
の
直
接
契
約
へ
の
改

変
等
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
本

来
、
現
物
給
付
原
則
は
、
国
に

よ
る
権
利
保
障
の
大
原
則
で
あ

り
、
保
育
分
野
で
突
破
を
許
せ

ば
、
次
は
医
療
に
波
及
す
る
こ

と
が
予
想
に
難
く
な
い
。

　
い
ず
れ
も
重
要
な
内
容
を
含

む
法
案
で
あ
り
、
一
括
審
議
で

一
気
に
成
立
を
目
指
す
こ
と

は
、
各
法
案
を
国
民
の
前
で
徹

底
し
て
議
論
し
、
検
討
す
る
機

会
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

確
立
さ
れ
た
年
金
、
医
療
及
び

介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に

少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施

策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
」。

た
だ
、「
共
通
番
号
制
度
３
法

案
」
な
ど
４
法
案
を
分
離
し
、

７
法
案
（
表
中
★
）
に
絞
る
こ

と
が
、
自
民
・
公
明
と
合
意
し

た
と
さ
れ
る
。

に
、
所
得
税
の
最
高
税
率
引
き

上
げ
や
相
続
税
法
改
正
等
も
盛

り
込
む
。
消
費
税
は
、「
使
途

の
明
確
化
」
を
し
、「
地
方
交
付

税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

ほ
か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て

　
一
括
審
議
の
審
議
対
象
は
関

連
法
案
の
す
べ
て
で
は
な
く
、

　
法
案
。
う
ち
、
消
費
税
増
税

１１法
案
と
称
さ
れ
る
の
が
「
社
会

保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を

図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を

は
か
る
た
め
の
消
費
税
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」

で
あ
る
。
２
０
１
４
年
４
月
１

日
に
消
費
税
率
を
地
方
消
費
税

と
あ
わ
せ
８
％
に
引
き
上
げ

る
。
そ
の
翌
年
、　
年
　
月
１

１５

１０

日
に
同
じ
く
　
％
に
。
同
時

１０

　
一
方
、
社
会
保
障
改
革
で
一

括
審
議
に
付
さ
れ
る
の
が
、
年

金
と
「
子
育
て
支
援
」
で
あ
る
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

等
が
目
指
す
「
新
保
育
シ
ス
テ

ム
」
は
、
現
場
か
ら
批
判
の
声

が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。
現
行

保
育
制
度
は
、
市
町
村
の
保
育

　
今
回
、
一
括
審
議
対
象
と
さ

れ
て
い
な
い
が
、
医
療
関
係
法

案
も
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
既
に
「
国
民
健
康
保
険
法

改
正
案
」
が
国
会
成
立
（
４
月

５
日
）。
同
法
は
市
町
村
国
保

財
政
の
「
都
道
府
県
単
位
化
」

を
進
め
る
。
他
に
医
療
法
や
保

助
看
法
の
改
正
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
「
廃
止
」、
介
護
保
険

制
度
改
正
等
の
提
出
が
目
指
さ

れ
て
い
る
が
、
未
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
を
め
ぐ

る
動
向
も
焦
点
で
あ
る
。「
新

た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講

ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
は
、
現
在

の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」に
名
称
変
更
し
、

障
害
児
者
の
範
囲
に
難
病
を
加

え
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡

大
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
法
案
は
、
全
国
に

広
が
っ
た
「
違
憲
訴
訟
」
の

「
和
解
」
で
、
国
が
約
束
し
た
自

立
支
援
法
「
廃
止
」
と
新
法
制

定
に
背
く
も
の
と
、
抗
議
の
声

が
広
が
っ
て
い
る
。
和
解
後
、

政
府
が
設
置
し
た
「
総
合
福
祉

部
会
」
で
、
当
事
者
を
中
心
に

「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」の
骨
格

提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ

は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
る

が
、
提
出
さ
れ
た
法
案
は
そ
の

内
容
を
反
映
せ
ず
、
現
行
法
の

枠
組
み
で
の
改
定
に
止
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
「
制

度
を
廃
止
す
れ
ば
混
乱
が
広
が

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
政
権
交
代
以
前
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
廃
止
を
回
避
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
と
同

じ
便
法
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
提
案
さ
れ

た
新
制
度
は
、
子
ど
も
た
ち
や

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
権
利
保

障
の
観
点
か
ら
設
計
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
構
造
改
革
路

線
の
延
長
線
上
の
提
案
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
、「
社
会
保
障

改
革
」
を
隠
れ
蓑
に
増
税
を
進

め
つ
つ
、
結
果
と
し
て
増
税
と

社
会
保
障
構
造
改
革
と
い
う
２

つ
の
思
惑
が
同
時
達
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
医
療
や
社
会
福

祉
制
度
は
、
こ
の
国
に
暮
ら
す

人
た
ち
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

こ
と
を
、
国
が
保
障
す
る
こ
と

自
体
を
目
的
に
し
た
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
保
険
医
協
会
は
４
月
　
日
、

２４

小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
ら

に
対
し
「
管
理
栄
養
士
配
置
義

務
化
の
撤
回
を
求
め
る
緊
急
要

請
書
」
を
提
出
し
た
。

　
２
０
１
２
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
、
こ
れ
ま
で
は
届
出

を
す
る
こ
と
で
算
定
が
で
き
て

い
た
「
栄
養
管
理
実
施
加
算
」

が
廃
止
さ
れ
た
が
、
代
わ
っ
て

「
栄
養
管
理
体
制
の
実
施
」が
入

院
基
本
料
等
入
院
料
の
算
定
要

件
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

有
床
診
療
所
も
含
め
て
、
入
院

基
本
料
等
入
院
料
を
算
定
す
る

た
め
に
は
、
管
理
栄
養
士
の
配

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

（
経
過
措
置
あ
り
）。

　
厚
生
労
働
省
は
、
栄
養
管
理

実
施
加
算
の
届
出
割
合
や
、
算

定
率
が
高
い
と
し
て
、
加
算
と

し
て
の
評
価
か
ら
、
入
院
料
算

定
の
必
要
要
件
と
改
定
し
た
わ

け
だ
が
、
京
都
府
内
で
は
、
栄

養
管
理
実
施
加
算
の
届
出
割
合

が
、　
床
未
満
の
病
院
で
　
・

５０

５３

３
％
、
有
床
診
療
所
で
１
・
５

％
（
　
年
３
月
１
日
現
在
）
と

１２

低
く
、
厚
労
省
の
示
し
た
数
字

で
は
、
小
規
模
の
入
院
施
設
の

実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
入
院
患
者
に
対
し
て

栄
養
管
理
を
行
う
こ
と
の
重
要

性
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
栄

養
管
理
を
必
要
と
す
る
患
者
の

数
や
層
が
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
一
律
に
管
理
栄
養
士
配

置
を
求
め
る
こ
と
に
問
題
が
あ

る
と
判
断
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

協
会
は
、
要
請
書
で
、
管
理
栄

養
士
配
置
の
義
務
化
を
止
め
、

病
院
及
び
有
床
診
療
所
の
病
床

規
模
や
入
院
患
者
の
特
性
に
応

じ
て
、
必
要
な
場
合
に
管
理
栄

養
士
を
配
置
す
る
こ
と
で
よ
い

よ
う
に
す
る
よ
う
、
改
善
を
求

め
て
い
る
。

　
第
１
８
０
通
常
国
会
に
「
一
体
改
革
関
連
法
案
」
が
相
次
い
で
提
出
さ
れ
て

い
る
。
一
体
改
革
が
対
象
と
す
る
社
会
保
障
制
度
改
革
は
多
岐
に
わ
た
る
（
表

参
照
）。
政
府
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
衆

議
院
に
設
置
し
、「
一
括
審
議
」
に
付
す
方
針
。
事
態
は
常
に
政
局
を
絡
め
て
推

移
し
て
お
り
、「
消
費
税
増
税
」
が
そ
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

相
次
い
で
提
出
さ
れ
る
 「関
連
法
案
」

保
育
改
革
・
公
的
責
任
に
よ
る「
現
物
給
付
」解
体

医
療
関
係
各
法
の
動
向
と「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

　
与
謝
医
師
会
選
出
の
代
議

員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
京
都
府
保

険
医
協
会
選
挙
規
定
第
　
条
３２

１
項
に
よ
り
、
代
議
員
・
予

備
代
議
員
の
補
欠
選
挙
の
公

示
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
２
０
１
２
年

５
月
５
日
（
土
）

　
▽
締
切
日
時
＝
５
月
　
日
１１

（
金
）
午
後
４
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
１
人

　
▽
任
　
期
＝
２
０
１
３
年

４
月
　
日
ま
で

３０

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、

締
切
期
日
ま
で
に
当
該
医
師

会
長
ま
た
は
本
協
会
事
務
局

気
付
、
京
都
府
保
険
医
協
会

代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提
出

下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

与
謝
　
代
議
員
補
選
の
公
示

  特別委員会で対象とする１１法案  
■消費増税関連２法案★

税率を2014年４月に８％、15年10月
に10％に引き上げ

■年金制度改革関連３法案
毅厚生年金保険法改正案★

　短時間労働者への適用拡大
毅被用者年金一元化法案★

　厚生年金と共済年金の一元化
毅国民年金法改正案
■子育て支援関連３法案★

幼稚園と保育園の機能一体化した総
合こども園の創設
■共通番号制度関連３法案
税と社会保障に関する個人情報を一
元管理
　

 その他の関連法案（医療・介護分野） 
■国保法改定（成立）
■障害者総合支援法案
障害者自立支援法の改定し、難病患者
や障害福祉サービスを対象に加える

□医療法等一部改定案（提出検討）
□介護保険法等一部改定案（提出検討）
□高齢者医療制度法案（提出検討）
　後期高齢者医療制度の廃止

　京都社会保障推進協議会などが呼びかけて４月２２日、消費
税増税と一体改革に反対する府民大集会が円山音楽堂で開催
された。雨の中、２０００人が参加し増税反対を訴えた。呼びか
け人の１人、京都社保協議長の津田光夫氏は、国民が真に望
む医療・介護の将来像となりえない社会保障・税一体改革は
許すべきでない、などと訴えた。
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一体改革関連法案の動向

重
要
法
案

重
要
法
案
をを「「
 一
括
審

一
 括
審
議議
」」

増
税
と
社
会
保
障
構
造
改
革
路
線
を
疾
走
中

画
一
的
な
管
理
栄
養
士
配
置
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
！

入
院
料
改
定
に
対
し
て
要
請
書
を
提
出
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閣
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外
科

理
事
    渡
邉
 賢
治

整
形
外
科

理
事
    田
中
 伸
明

紛
争
予
防
は
日
本
の
医
療
を
守
る
砦

対
応
に
苦
慮
す
る
患
者
た
ち
」

で
、
会
員
や
従
業
員
が
多
数
詰

め
か
け
、
病
院
事
務
、
看
護
師
、

弁
護
士
、
法
学
家
の
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。
最
後
に
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
、
例
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　
応
召
義
務
違
反
に
は
罰
則
が

な
い
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
も

あ
っ
た
。
患
者
側
の
要
求
に
は

理
不
尽
な
も
の
も
あ
る
が
、
多

く
は
無
理
解
や
理
解
不
足
が
原

　
さ
き
ご
ろ
京

都
府
保
険
医
協

会
主
催
の
医
療

安
全
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は

「
応
召
義
務
、

因
で
あ
る
、
こ
れ
は
医
療
の
あ

ら
ゆ
る
現
場
で
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
高
度
に
発
達
し
専
門

化
し
た
医
療
技
術
に
関
し
て

は
、
専
門
外
で
あ
れ
ば
我
々
に

も
に
わ
か
に
理
解
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
ま
た
医
療
費
の
明
細

書
ひ
と
つ
と
っ
て
も
患
者
さ
ん

に
は
わ
か
り
づ
ら
い
管
理
費
な

ど
が
あ
り
、
時
々
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
協

会
の
医
療
安
全
対
策
部
会
で
医

事
紛
争
対
応
に
当
た
っ
て
い
る

と
、
医
療
に
対
す
る
理
解
不
足

が
壁
と
な
っ
て
な
か
な
か
先
に

進
ま
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。

医
事
紛
争
が
長
期
化
す
る
こ
と

は
患
者
、
医
療
側
双
方
に
と
っ

て
大
変
な
負
担
で
あ
る
。
幸
い

に
も
こ
こ
８
年
前
か
ら
、
そ
れ

ま
で
増
加
し
て
い
た
医
事
紛
争

の
件
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

長
期
化
す
る
不
況
、
地
震
や
原

発
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
不

安
が
続
け
ば
、
一
転
医
事
紛
争

が
増
加
す
る
こ
と
も
警
戒
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
協
会
は
医
事
紛

争
対
応
と
平
衡
し
て
紛
争
予
防

に
つ
い
て
も
活
動
し
て
き
た
。

今
後
は
患
者
側
に
ど
う
す
れ
ば

医
療
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
か
を
模
索
し
た
い
。
し
か

し
、
医
療
側
に
研
修
な
ど
を
通

じ
て
予
防
策
を
講
じ
る
こ
と
は

比
較
的
容
易
だ
が
、
患
者
側
に

ど
の
よ
う
に
し
て
医
療
安
全
に

つ
い
て
理
解
を
し
て
も
ら
う
か

は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
各
病
院
の
医
療
安

全
担
当
者
か
ら
、
患
者
側
と
の

交
渉
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
理

解
さ
れ
ず
に
苦
労
し
て
い
る
の

か
、
現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
が
医

事
紛
争
予
防
に
役
立
つ
こ
と

は
、
保
険
医
協
会
医
療
安
全
部

会
の
　
年
に
わ
た
る
歴
史
が
証

５０

明
し
て
い
る
。
医
事
紛
争
で
は

医
療
側
、
患
者
側
は
永
久
に
解

り
あ
え
な
い
と
の
声
も
あ
る

が
、
人
手
不
足
や
業
務
の
増
加

と
複
雑
化
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
医
療
現
場
で
、
ま
た
再
び
医

事
紛
争
増
加
の
時
代
が
招
来
す

れ
ば
、
医
療
崩
壊
は
さ
ら
に
加

速
す
る
。医
療
安
全
を
通
じ
て
、

日
本
の
医
療
を
守
る
こ
と
は
保

険
医
協
会
の
責
務
と
考
え
る
。

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
勤
務
医
な
ど
の
負
担
軽
減

や
在
宅
医
療
の
充
実
と
並
ん

で
、
新
し
い
医
療
技
術
の
保
険

導
入
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
外

科
系
学
会
社
会
保
険
委
員
会
連

合
試
案
第
８
版
を
活
用
し
て
、

難
易
度
（
技
術
度
区
分
）
が
Ｃ
、

Ｄ
、
Ｅ
の
約
１
２
０
０
項
目
の

手
術
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

今
回
の
改
定
で
は
難
易
度
が
高

い
も
の
だ
け
で
な
く
、
中
等
度

以
下
の
手
術
料
も
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
難
易
度
Ｃ
、
Ｄ
は
最
大

で
　
％
、
難
易
度
Ｅ
で
は
最
大

３０
で
　
％
を
原
則
と
し
て
引
き
上

５０
げ
ら
れ
た
。

　
新
規
技
術
の
保
険
導
入
で

は
、
肝
切
除
術
に
お
け
る
画
像

支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
内
視

鏡
的
大
腸
粘
膜
下
層
剥
離
術
な

ど
、
１
２
８
件
の
新
規
の
技
術

が
導
入
さ
れ
た
ほ
か
、
す
で
に

保
険
導
入
さ
れ
て
い
る
１
５
０

件
に
つ
い
て
対
象
疾
患
な
ど
が

拡
大
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
胸
腔
鏡
下
・
腹
腔
鏡

下
手
術
の
う
ち
、
難
易
度
な
ど

の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
　
項
３７

目
の
手
術
が
保
険
導
入
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
で
、
胸
腔
鏡

下
・
腹
腔
鏡
下
手
術
に
関
し
て

は
、
今
回
の
改
定
で
認
め
ら
れ

た
も
の
を
含
め
、
相
当
数
の
手

術
が
保
険
導
入
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
伴
っ
て
、
安
全
性
の
確
保

の
た
め
に
緊
急
時
の
対
応
や
医

師
の
配
置
、
実
施
件
数
の
掲
示

な
ど
、
施
設
基
準
が
今
回
の
改

定
で
定
め
ら
れ
届
出
が
必
要
と

な
っ
た
。

　
特
定
保
険
医
療
材
料
等
に
係

る
手
術
料
に
つ
い
て
、　
項
目

２２

に
関
し
て
、
新
設
及
び
評
価
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
手
術
点
数
の
引
き

上
げ
や
新
規
技
術
の
保
険
導
入

は
一
定
の
評
価
は
で
き
る
が
、

診
療
所
で
汎
用
さ
れ
る
創
傷
処

理
や
手
術
料
は
据
え
置
き
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
術
に
関

し
て
は
病
院
中
心
の
引
き
上
げ

と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
病
棟

７
対
１
の
基
準
と
し
て
平
均
在

院
日
数
が
　
日
以
内
、
看
護
必

１８

要
度
基
準
が
　
％
以
上
に
な

１５

り
、　
対
１
、　
対
１
を
算
定

１３

１５

し
て
い
る
病
棟
で
は
、　
日
を

９０

超
え
て
入
院
す
る
患
者
に
つ
い

て
の
評
価
体
系
の
見
直
し
な

ど
、
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
考
え
る
と
、
手
術
料
の
引

き
上
げ
が
、
病
院
経
営
や
勤
務

医
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
手
術

料
の
引
き
上
げ
は
、
技
術
料
の

評
価
と
し
て
は
喜
ば
し
い
が
、

患
者
負
担
が
増
え
る
と
い
う
制

度
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
整
形
外
科
に
関
す
る
今
次
改

定
の
内
容
を
説
明
す
る
。
ま
ず

新
設
項
目
で
は
、
医
学
管
理
等

で
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

診
療
料
（
要
届
出
）
が
新
設
さ

れ
た
。
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
要
し
、
状
態
が
比
較

的
安
定
し
て
い
る
入
院
外
の
患

者
が
対
象
と
な
る
。
診
療
料
１

（
　
点
）
は
１
週
間
に
２
日
以

６９上
、
診
療
料
２
（
１
０
４
点
）

は
２
週
間
に
２
日
以
上
の
疾
患

別
リ
ハ
を
要
す
る
患
者
に
対

し
、
疾
患
別
リ
ハ
の
実
施
に
関

し
必
要
な
診
療
を
行
っ
た
場
合

に
算
定
す
る
。
診
療
料
１
又
は

２
を
算
定
し
た
日
か
ら
７
日
間

又
は
　
日
間
は
疾
患
別
リ
ハ
の

１４

実
施
に
係
る
初
・
再
診
料
は
算

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

要
件
を
満
た
せ
ば
同
期
間
は
医

師
の
診
察
が
な
く
て
も
疾
患
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
を
算

定
で
き
る
。

　
手
術
の
新
設
点
数
の
主
な
も

の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
観

血
的
整
復
固
定
術
（
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
周
囲
骨
折
に
対
す
る
も

の
）、
難
治
性
感
染
性
偽
関
節

手
術
（
創
外
固
定
器
に
よ
る
も

の
）、
関
節
鏡
下
自
家
骨
軟
骨

移
植
術
、
関
節
鏡
下
関
節
内
骨

折
観
血
的
手
術
、
関
節
鏡
下
肩

関
節
唇
形
成
術
、
腫
瘍
脊
椎
骨

全
摘
術
（
要
届
出
）。

　
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
以
下
の

も
の
が
追
加
さ
れ
た
。
腰
神
経

叢
ブ
ロ
ッ
ク
、
不
対
神
経
節
ブ

ロ
ッ
ク
、
前
頭
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
、
仙
腸
関
節
枝
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
、
頸
・
胸
・
腰
椎
後
枝
内
側

枝
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
、
脊
髄
神
経

前
枝
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
加
算
が
　
点
か
ら
　
点

４５

３０

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
初
期
加
算

　
点
が
新
設
さ
れ
た
（
要
届

４５出
）。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
常
勤
医
師
が
１
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
の
入

院
患
者
に
対
し
て
疾
患
別
リ
ハ

を
実
施
し
た
場
合
、
起
算
日
か

ら
　
日
以
内
に
早
期
リ
ハ
ビ
リ

１４

テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
と
併
せ
て
算

定
で
き
る
。

　
増
点
さ
れ
た
項
目
で
は
、
小

児
創
傷
処
理
（
６
歳
未
満
）
の

筋
肉
、
臓
器
に
達
す
る
も
の
・

長
径
　
　
以
上
が
、
６
６
０
点

１０
cm

増
点
さ
れ
２
８
６
０
点
と
な
っ

た
。
ま
た
、
デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン

１
０
０
哀
以
上
３
０
０
０
哀
未

満
、
３
０
０
０
哀
以
上
が
そ
れ

ぞ
れ
２
９
９
０
点
、
６
２
５
０

点
に
な
っ
た
。
筋
電
図
検
査
で

は
、
誘
発
筋
電
図
を
２
神
経
以

上
に
対
し
て
行
う
場
合
の
加
算

点
数
の
上
限
が
４
５
０
点
か
ら

１
０
５
０
点
に
増
点
さ
れ
た
。

抗
シ
ト
ル
リ
ン
化
ペ
プ
チ
ド
抗

体
定
性
又
は
定
量
の
検
査
に
つ

い
て
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診

断
補
助
と
は
別
に
、
治
療
薬
の

選
択
目
的
に
も
患
者
１
人
に
つ

き
１
回
限
り
算
定
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
最
後
に
本
年
３
月
よ
り
開
始

さ
れ
た
電
子
レ
セ
プ
ト
の
突
合

点
検
に
関
連
し
て
、
外
用
剤
、

中
で
も
貼
付
剤
（
シ
ッ
プ
）
に

対
す
る
適
応
病
名
の
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

新規技術の保険導入進む
診療所の手術等は据え置き

外来リハ診療料が新設
手術や検査等で評価広がる

　高い人気を維持し続ける大阪・橋下派の本質とは何か？
　憲法を通じて、その問題点を考えます。

　日　時　６月９日（土）午後２時～
　場　所　登録会館（烏丸通御池上る）
　講　師　二宮 厚美 氏（神戸大学教授）

九条の会アピールを支持する京都医療人の会総会

「橋下・維新の会、そして憲法を考える」（仮称）

押小路通押小路通

姉小路通姉小路通

御池通御池通 烏
丸
通

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線

地
下
鉄
烏
丸
線

地
下
鉄
烏
丸
線

地下鉄東西線地下鉄東西線地下鉄東西線

　京都府保険医協会の共済制度等の取扱いをしている有限会社アミス（保険医協
会の子会社）のホームページをリニューアルしました。
　右記URLにぜひアクセスしてみてください。  http://www.amis-kyoto.jp

アミスアミス のの ホームページホームページ をを リニューアルリニューアル
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学
岳

較
較
較
較
較

「

前

医

批

判

」

の

正

体

？

　
医
事
紛
争
に
遭
遇
さ
れ
た
患

者
さ
ん
側
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
時
に
「
転
院
先
の
○
○
病

院
の
先
生
が
『
事
故
当
時
に
受

け
た
当
該
医
療
機
関
の
治
療
は

間
違
っ
て
い
る
』
と
言
っ
て
い

た
」
と
、
我
々
に
報
告
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
京
都
府
保

険
医
協
会
と
し
て
も
そ
の
よ
う

な
発
言
に
つ
い
て
、
毎
回
事
実

確
認
が
で
き
る
訳
で
は
な
い
の

で
す
が
、
確
認
で
き
た
場
合
は

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
そ

の
転
院
先
の
医
師
（
後
医
）
は

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た

覚
え
は
な
い
。
患
者
さ
ん
の
誤

解
で
し
ょ
う
」
と
仰
い
ま
す
。

べ
は
な
い
の
で
す
が
、
患
者
さ

ん
も
そ
の
後
医
も
明
白
な
、
あ

る
い
は
意
識
的
に
嘘
を
言
っ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。

　
協
会
が
調
査
を
進
め
る
中

で
、
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
の
は

後
医
が
患
者
さ
ん
に
対
し
て

「
何
故
、
も
っ
と
早
く
来
な

こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
実
の
と
こ
ろ
、
当
事

者
で
な
い
協
会
に
確
認
す
る
す

れ
ま
せ
ん
が
、
言
わ
れ
た
患
者

さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
そ
の
一
言

が
明
ら
か
な
「
前
医
批
判
」
と

解
釈
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
患
者

さ
ん
と
後
医
と
の
認
識
の
ズ
レ

で
し
ょ
う
。

　
医
療
安
全
対
策
に
早
く
か
ら

か
っ
た
、
こ
ん
な
に
な
る
ま
で

ほ
っ
と
い
て
」
と
か
、「
も
う
少

し
早
く
来
て
貰
っ
て
い
れ
ば

…
」
と
（
無
意
識
に
）
話
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
後
医
は
そ
の

患
者
に
前
医
が
い
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知

さ
れ
て
い
る
意
味
は
、
自
分
は

こ
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
治
療

す
る
自
信
が
な
い
、
と
い
う
ば

か
り
で
な
く
、
患
者
さ
ん
本
人

の
こ
と
を
も
は
や
考
慮
に
入
れ

て
い
ま
せ
ん
。
自
信
が
な
い
な

ら
上
司
に
相
談
す
る
か
、
高
次

医
療
機
関
を
紹
介
す
れ
ば
よ
い

力
を
入
れ
て
い
た
、
あ
る
院
長

が
か
つ
て
我
々
に
こ
う
仰
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
患
者
さ

ん
に
『
も
っ
と
早
く
受
診
し
て

い
れ
ば
…
』
な
ど
と
言
う
後
医

は
、
果
た
し
て
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
？
　
こ
の
言
葉
に
隠

の
で
あ
っ
て
、
患
者
さ
ん
を
徒

に
不
安
が
ら
せ
る
の
は
何
の
意

味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

『
も
っ
と
早
く
受
診
し
て
く
れ

れ
ば
…
』
と
い
う
の
は
、
そ
の

後
医
の
配
慮
の
無
さ
や
保
身
の

姿
勢
を
そ
の
ま
ま
露
呈
す
る
こ

と
な
の
で
す
」

　
こ
の
発
言
は
あ
く
ま
で
院
長

個
人
の
私
見
で
あ
り
、
そ
の
是

非
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
お
話

し
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
協
会
の

経
験
か
ら
言
う
と
、
少
な
く
と

も
先
に
述
べ
た
後
医
の
発
言

が
、
医
事
紛
争
の
発
端
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

残
念
な
が
ら
そ
の
数
は
少
な
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
次
回
も
、
引
き
続
き
前
医
批

判
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
居
宅
療
養
管
理
指
導
費（
Ⅱ
）

の
一
部
負
担
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
２
０
１
２
年
の
介
護
報

酬
改
定
で
、
医
師
が
行
う
居
宅

療
養
管
理
指
導
費
（
Ⅱ
）
に
つ

い
て
、
同
一
建
物
居
住
者
の
場

合
は
２
６
１
単
位
を
算
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
部

負
担
金
は
い
く
ら
徴
収
す
る
の

で
す
か
。

　
Ａ
、
２
６
１
円
を
徴
収
し
ま

す
。一
部
負
担
金
は
、医
療
保
険

で
は
１
円
単
位
は
四
捨
五
入
し

て
　
円
単
位
で
計
算
し
ま
す
が
、

１０

介
護
保
険
で
は
四
捨
五
入
せ
ず

１
円
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

　
市
民
公
開
講
座
「
隠
さ
れ
た

被
曝
労
働
―
日
本
の
原
発
労
働

者
」
を
４
月
　
日
、
反
核
京
都

１４

医
師
の
会
、
京
都
府
保
険
医
協

会
、
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

の
共
催
で
開
催
し
た
。
講
師
の

報
道
写
真
家
の
樋
口
健
二
氏

は
、
１
９
６
６
年
の
四
日
市
ぜ

ん
そ
く
か
ら
公
害
の
取
材
を
開

始
、
福
島
事
故
以
前
か
ら
ず
っ

と
原
発
労
働
者
の
実
態
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
参
加

者
は
　
人
。

７２

　
樋
口
氏
は
、
原
発
内
で
の
労

働
に
よ
る
被
曝
の
後
遺
症
に
苦

し
む
人
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら

取
材
を
続
け
、
そ
の
方
々
の
思

い
を
代
弁
し
た
り
、
撮
影
が
許

さ
れ
な
い
原
発
内
部
で
の
労
働

実
態
を
撮
影
し
た
写
真
を
紹
介

し
な
が
ら
、
原
発
労
働
に
潜
む

差
別
構
造
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

訴
え
た
。

　
原
発
の
点
検
・
補
修
は
下
請

け
労
働
者
の
手
作
業
で
し
か
実

施
で
き
ず
、
常
に
被
曝
は
避
け

ら
れ
な
い
。そ
の
下
請
け
労
働
の

が
、
想
像
以
上
に
現
実
は
ひ
ど

構
造
は
孫
請
け
、
ひ

孫
請
け
に
担
わ
さ
れ
、

そ
こ
に
は
暴
力
団
も

介
在
し
人
権
無
視
の

差
別
が
生
み
出
さ
れ

る
。
被
曝
歴
を
改
ざ

ん
し
た
跡
の
残
る
手

帳
の
写
真
を
見
せ
な

が
ら
、
労
災
を
申
請

さ
せ
な
い
実
態
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「『
隠
さ
れ

た
被
曝
労
働
』
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た

い
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
大
変

迫
力
の
あ
る
具
体
的
な
話
を
直

接
聞
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の

反
応
が
あ
っ
た
。

　
講
座
に
引
き
続
い
て
、
反
核

京
都
医
師
の
会
の
第
　
回
定
期

３２

総
会
が
行
わ
れ
た
。
三
宅
成
恒

代
表
世
話
人
よ
り
２
０
１
１
年

度
の
活
動
報
告
、
決
算
案
な
ら

び
に
　
年
度
活
動
方
針
、
予
算

１２

案
を
一
括
提
案
し
、
承
認
さ
れ

た
。そ
の
後
役
員
選
出
を
行
い
、

木
村
敏
之
世
話
人
を
副
代
表
世

話
人
に
、
宇
都
宮
久
清
氏
、
田

代
博
氏
を
新
た
に
世
話
人
に
迎

え
た
。

のの
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危
な
っ
か
し
い
立
法
の
動
き
が

ま
た
も
や
出
て
き
た
。

　「
終
末
期
の
医
療
に
お
け
る
患

者
の
意
思
の
尊
重
に
関
す
る
法
律

案
（
仮
称
）」
の
概
要
を
、
超
党
派

の
「
尊
厳
死
法
制
化
を
考
え
る
議

員
連
盟
」
が
３
月
　
日
に
ま
と
め

２２

た
。
通
常
国
会
へ
の
提
案
を
目
指

す
と
い
う
。

　
内
容
は
、
①
延
命
措
置
を
行
う

か
否
か
に
関
す
る
患
者
の
意
思
を

尊
重
す
る
②
終
末
期
の
判
定
は
担

当
医
を
除
く
複
数
の
医
師
が
行
う

③
　
歳
以
上
の
患
者
の
書
面
に
よ

１５
る
意
思
表
示
が
あ
り
、
家
族
の
拒

否
が
な
け
れ
ば
、
医
師
は
延
命
措

置
の
差
し
控
え
（
中
止
を
含
ま
な

い
）が
で
き
る
④
そ
の
場
合
、医
師

は
民
事
・
刑
事
・
行
政
上
の
責
任

を
問
わ
れ
な
い
、と
い
う
も
の
だ
。

　
あ
ま
り
に
も
思
索
が
浅
く
、
現

場
の
医
師
に
と
っ
て
も
有
害
無
益

な
も
の
だ
と
思
う
。

　
第
１
に
、
終
末
期
の
尊
厳
を
語

る
な
ら
、
必
要
な
医
療
の
確
保
と

ケ
ア
の
充
実
が
先
決
だ
。
人
と
し

て
大
切
に
さ
れ
、
希
望
す
る
場
所

で
、
十
分
な
緩
和
ケ
ア
と
温
か
い

看
護
・
介
護
を
受
け
、
人
間
的
な

交
流
が
あ
る
。
そ
う
い
う
医
療
・

福
祉
体
制
は
整
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
策
は

推
進
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
保
障
す
べ
き
な
の
は
、
適

切
な
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
で
あ

る
。
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
、
延
命

措
置
を
拒
む
権
利
が
最
大
の
課
題

の
よ
う
に
言
う
の
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。

　
ケ
ア
が
充
実
す
れ
ば
「
単
な
る

延
命
」
で
も
大
切
な
時
間
と
思
え

る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

　
第
２
に
、
自
己
決
定
は
あ
や
う

い
。
患
者
や
高
齢
者
は
介
護
負
担

や
経
済
的
負
担
を
気
に
し
て
、
家

族
や
社
会
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
と
考
え
が
ち
だ
。
自
分
が
お
荷

物
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
生
命
維

持
を
拒
む
と
し
た
ら
、
そ
ん
な
気

持
ち
で
死
ん
で
い
く
と
し
た
ら
、

望
ま
し
い
最
期
だ
ろ
う
か
。
す
で

に
障
害
者
や
難
病
患
者
か
ら
「
世

間
か
ら
の
無
言
の
圧
力
が
高
ま

る
」と
懸
念
す
る
声
が
出
て
い
る
。

　
第
３
に
、
事
前
の
指
示
は
簡
単

で
は
な
い
。
息
苦
し
け
れ
ば
人
工

呼
吸
器
や
酸
素
吸
入
器
を
用
い
た

ほ
う
が
楽
か
も
し
れ
な
い
し
、
栄

養
不
足
で
空
腹
を
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
腎
臓
が
衰
え
て
人
工
透

析
を
し
な
い
と
尿
毒
症
に
な
る
。

　
ど
ん
な
状
態
に
な
る
か
、
予
測

は
難
し
い
し
、
医
療
措
置
は
必
ず

し
も
治
療
、
緩
和
、
延
命
と
明
確

に
線
引
き
で
き
な
い
。
少
な
く
と

も
元
気
な
う
ち
に
書
い
た
指
示
書

は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ョ
イ
ス

に
な
ら
な
い
。

　
大
ま
か
な
価
値
観
を
本
人
が
伝

え
て
お
く
の
は
方
針
決
定
に
役
立

つ
が
、
具
体
的
な
措
置
は
悩
み
な

が
ら
決
め
る
べ
き
で
、
こ
の
法
案

で
は
、
機
械
的
な
適
用
が
行
わ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
第
４
に
、
チ
ー
ム
判
断
の
視
点

が
な
い
。
法
案
は
医
師
が
決
め
る

と
い
う
古
い
考
え
方
だ
。

　
第
５
に
、
免
責
の
立
法
を
す
る

必
要
性
が
な
い
。
厚
生
労
働
省
は

２
０
０
７
年
５
月
に
「
終
末
期
医

療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
て
い
る
。

前
年
に
発
覚
し
た
射
水
市
民
病
院

の
人
工
呼
吸
器
外
し
事
件
（
不
起

訴
）
が
医
師
の
独
断
だ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
患
者
本
人
の
決
定
を

基
本
と
し
、
本
人
意
思
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
本
人
に
と
っ
て

最
善
の
方
針
は
何
か
を
多
職
種
の

チ
ー
ム
が
家
族
と
十
分
話
し
合
っ

て
判
断
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
そ
も
そ
も
生
命
維
持
の
「
差
し

控
え
」
が
事
件
に
な
っ
た
例
は
な

い
し
、
厚
労
省
の
指
針
に
沿
っ

て
、
み
ん
な
で
よ
く
話
し
合
っ
て

決
め
た
方
針
な
ら
、「
中
止
」
を
含

め
、
法
律
実
務
上
、
責
任
を
問
わ

れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
第
６
に
、
こ
の
法
案
が
成
立
す

る
と
、
逆
に
差
し
控
え
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
ケ
ー
ス
で
、
医
師
が

法
的
責
任
を
追
及
さ
れ
る
可
能
性

が
出
て
く
る
。

　
結
局
は
「
さ
っ
さ
と
死
な
せ
る

法
案
」
で
あ
り
、
将
来
は
臓
器
移

植
法
と
同
様
に
「
本
人
意
思
が
な

く
て
も
生
命
維
持
を
中
止
で
き

る
」
と
い
う
法
律
へ
の
一
里
塚
に

な
り
か
ね
な
い
。

さ
っ
さ
と
死
な
せ
る
の
が「
尊
厳
」か

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

　
４
月
　
日
付
、
厚
労
省
保

２０

険
局
医
療
課
か
ら
、
２
０
１

２
年
診
療
報
酬
改
定
に
関
す

る
通
知
の
訂
正
そ
の
２
及
び

Ｑ
＆
Ａ
そ
の
２
が
発
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
に
通
知
の
訂
正
そ
の
２

で
は
、
算
定
要
件
や
施
設
基

準
要
件
の
変
更
を
伴
う
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
内
容
は
、

４
月
末
に
お
送
り
す
る
保
団

連
の
「
新
点
数
・
介
護
報
酬

Ｑ
＆
Ａ
」
に
も
掲
載
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
内
容
で
す
の

で
、
是
非
ご
確
認
下
さ
い
。

掲
載
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.healt

        
 
 
      h  

net.jp/?p=
4
0
2
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樋
口
健
二
氏
（
円
内
）
が
写
真
で
告
発

診
療
報
酬
　
通
知
の

訂
正
等
に
ご
注
意
を

隠された被曝労働を告発
反核医師の会が総会記念講反核医師の会が総会記念講演演
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　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　株式会社 損害保険ジャパン

御池通

四条通

六角通

三条通

蛸薬師通

烏
丸
通

烏
丸
通

烏
丸
通

〈富永先生からのメッセージ〉
　日常診療の各分野で診療ガイドラインは不可欠な存在になりつつありま
す。 本来の目的は標準治療とされる客観的情報を提供することにあると言
われていますが、 本来の目的を離れて訴訟に利用され、 医療が萎縮する恐
れも危惧されています。 この危惧は真実なのか、 わが国での医療訴訟の大
きな流れとガイドラインの関係を概説し、 増え続ける医事紛争の現場でガ
イドラインが重要な役割を担っていることを、 最近の訴訟の例をもとに、 
問題提起できればと思います。 

第６４４回 社会保険研究会

※参加は無料、事前申込は不要です。
※日医生涯教育講座対象の研究会です。
※医療法に定められた医療安全管理対
策のための職員研修のうち、無床診
療所に認められている外部研修にな
ります。（受講証をお渡しします）



京 都 保 険 医 新 聞 毎月５日・２０日・２５日発行第２８２０号 昭和２６年３月５日第三種郵便物認可 （４）２０１２年（平成２４年）５月５日

　今回の講師は、増患対策やスタッフ雇用対策で定評のある
河原義徳社会保険労務士。スタッフの雇用問題は経営に直結
します。優秀なスタッフを採用し、その能力を発揮してもら
うための雇用管理は厳しい診療報酬政策のもとでの医院の立
ち上がりに大きく影響します。スタッフ対策が増患対策にも
なることがあり、「雇われる立場」から「雇う立場」への意
識転換が必要です。多数のご参加をお待ちしています。
　日　時　５月１９日（土）午後２時～５時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　内　容　①「雇われる立場」から「雇う立場」へ
　　　　　　～始めが肝心！スタッフ雇用の留意点～
　　　　　　ひろせ税理士法人／株式会社ひろせ総研
　　　　　　特定社会保険労務士　河原 義徳 氏
　　　　　②先輩開業医からのアドバイス
　　　　　③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済
　　　　　　制度について
　参加費　会員：無料、非会員：２,０００円
　定　員　３０人（要申込）
　共　催　有限会社アミス

　
た
し
か
今
年
に
入
っ
て
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
日
記
を
つ
け

て
い
な
い
ぼ
く
は
日
時
を
特
定

で
き
ま
せ
ん
が
、
宮
津
市
の
Ｐ

女
史
が
、
某
氏
に
聞
き
ま
し
た

と
お
っ
し
ゃ
り
、
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
Ｐ
さ
ん
は
元
小
学
校
の

女
子
教
員
で
、
退
職
後
紙
芝
居

を
多
く
の
後
援
者
と
一
緒
に

や
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
今
回
は
与
謝
蕪

村
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
。
協
力

者
か
ら
ぼ
く
の
こ
と
を
聞
い

て
、
ど
う
か
協
力
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
蕪
村
と
い
え
ば
、
懐
か
し
い

中
年
の
頃
、
正
確
に
い
え
ば
昭

和
　
年
頃
、
地
方
史
の
本
を
読

４０
ん
で
い
て
蕪
村
に
会
い
ま
し

た
。
蕪
村
は
宝
暦
４
年
か
ら
７

年
の
間
、　
歳
か
ら
　
歳
の
期

３９

４２

間
、
宮
津
の
見
性
寺
に
い
ま
し

た
。
そ
の
丹
後
時
代
は
絵
の
勉

強
が
主
で
、
詠
ま
れ
た
俳
句
の

数
は
少
な
い
の
で
す
が
、〈
夏

河
を
超
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草

履
〉
が
あ
り
ま
す
。
蕪
村
の
直

行
性
、
自
己
を
信
ず
る
迷
い
の

な
い
決
断
性
に
、
深
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
川
が
野
田

川
、
は
た
ま
た
滝
山
施
薬
寺
前

の
滝
川
の
よ
う
な
渓
流
な
の
か

判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

蕪
村
の
迷
い
の
な
い
直
行
性
に

ひ
ど
く
惹
か
れ
た
の
で
し
た
。

　
Ｐ
女
史
に
は
早
速
に
こ
の
話

を
し
ま
し
た
。
眠
っ
て
い
た
蕪

村
好
き
が
こ
の
機
会
に
復
活
す

れ
ば
い
い
。
こ
ん
な
思
い
が
盛

り
上
が
り
、
Ｐ
女
史
の
お
話
に

全
面
的
に
協
力
す
る
旨
を
伝
え

ま
し
た
。
だ
が
、
紙
芝
居
と
い

え
ば
ま
だ
幼
い
頃
、
当
時
小
学

校
に
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、

前
の
大
野
神
社
の
境
内
で
見
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
見
た
後
、

飴
を
も
ら
い
ま
し
た
。　
銭
か

１０

　
銭
だ
っ
た
か
、
か
わ
り
に
お

１５金
を
払
い
ま
し
た
。
当
時
の
小

さ
な
遊
び
の
一
つ
で
し
た
。
往

古
の
紙
芝
居
が
現
在
、
復
活
し

は
じ
め
て
い
て
、
同
好
の
人
が

増
え
て
い
る
と
か
、
長
女
か
ら

話
を
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
と

思
っ
た
り
し
た
の
で
す
。
当
然

で
す
が
、
Ｐ
女
史
は
熱
心
で
し

た
。
小
生
の
蕪
村
書
も
き
っ
ち

り
読
ん
で
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
開
演
の
日
は
２
０
１
２
年

４
月
　
日
と
き
ま
り
、
場
所
は

１４

宮
津
市
宮
津
会
館「
歴
史
の
館
」

３
階
大
会
議
室
、
午
後
２
時
か

ら
３
時
　
分
と
な
り
ま
し
た
。

３０

開
会
の
挨
拶
を
頼
ま
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
に
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。　
歳
か
ら
　
歳
頃

４０

６０

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
依
頼

を
受
け
蕪
村
の
話
を
す
る
の
は

楽
し
み
で
し
た
。
い
く
ら
で
も

言
葉
が
続
き
、
語
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
だ
が
今
回
は
自
信

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん

と
か
恥
を
か
か
な
い
で
、
自
分

の
思
い
を
、
Ｐ
女
史
の
意
欲
を

伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し

た
。
　
当
日
の
前
夜
の
天
気
予
報
で

は
、
雨
・
風
も
や
や
強
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
午
後
１
時
過

ぎ
に
出
発
、
空
は
晴
れ
て
い
ま

し
た
。
ぼ
く
の
自
宅
か
ら
当
地

ま
で
、
お
お
む
ね
　
分
の
道
の

３０

り
で
す
が
、
到
着
し
３
階
の
部

屋
ま
で
昇
る
と
、
半
分
く
ら
い

の
入
り
で
女
性
が
や
や
多
い
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
午
後
２

時
、
定
刻
に
開
演
。
ぼ
く
は

〈
夏
河
を
超
す
う
れ
し
さ
よ
手

に
草
履
〉
蕪
村
・
　
～
　
歳
作
、

３９

４２

〈
 妹
 が
垣
根
三
味
線
草
の
花
咲

い
も

ぬ
〉　
歳
作
、
こ
の
２
作
が
開

６５

演
の
と
き
に
配
ら
れ
た
チ
ラ
シ

の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
両
作
の

解
説
を
し
て
何
と
か
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後

の
句
、
三
味
線
草
と
は
ぺ
ん
ぺ

ん
草
の
こ
と
で
、
こ
の
作
品
は

蕪
村
老
年
の
お
そ
ら
く
芸
妓

 小
糸
 へ
の
愛
の
句
で
す
。

 こ
 い
と

　
Ｐ
女
史
は
熱
演
さ
れ
ま
し

た
。
何
回
か
の
ご
経
験
が
あ

り
、
拍
子
木
を
た
た
い
て
開

演
、　
分
と
　
分
の
休
憩
、
再

４０

１０

開
　
分
で
終
わ
り
、
大
変
な
力

４０
演
で
し
た
。
入
場
者
数
１
０
０

人
と
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
日
４
月
　
日
の
日
曜
日
午

１４

後
、
電
話
連
絡
の
あ
と
、
Ｐ
女

史
と
絵
を
お
描
き
に
な
っ
た
男

性
の
Ｋ
氏
の
２
人
で
お
礼
に
来

訪
さ
れ
ま
し
た
。
Ｋ
氏
は
自
分

は
教
職
に
つ
い
て
い
な
い
。
生

来
、
絵
が
好
き
で
定
年
退
職
後

ず
っ
と
絵
を
描
き
続
け
て
い

る
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

蕪
村
の
紙
芝
居
の
件
、
も
う
一

度
蕪
村
を
読
み
直
し
て
み
た

い
。
こ
ん
な
思
い
を
引
き
起
こ

す
、
老
残
の
嬉
し
い
事
件
で
し

た
。（
４
月
　
日
の
京
都
新
聞

１５

に
会
の
詳
細
な
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。）

谷口　謙（北丹） 　  ＜１３＞

蕪
村
紙
芝

蕪
村
紙
芝
居居

金
融
共
済
委
員
会
 

（
４
／
　
）
の
状
況

１８

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
３
件
、
加
入
４
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
２
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
喘
息
は
気
道
の
慢
性
炎
症
で

あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
ス
テ
ロ

イ
ド
吸
入
療
法
や
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
剤
に
よ
る
管
理
が
一
般
化

し
、
わ
れ
わ
れ
小
児
科
医
は
以

前
の
よ
う
な
重
症
の
喘
息
発
作

に
遭
遇
す
る
機
会
は
激
減
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
は
喘
息
の
自
然
経

過
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う
論

文
が
発
表
さ
れ
、
喘
息
に
対
す

る
根
本
的
な
対
策
は
、
む
し
ろ

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
そ
の
も
の
の

予
防
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
鶴
田
悟
先
生
の
ご
講
演
は

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
戦
略

の
根
本
に
関
わ
る
も
の
で
、

「
衛
生
仮
説
」に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
予
防
の
可
能
性
を
求
め
た
興

味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　「
衛
生
仮
説
」
と
は
、
１
９
８

９
年
に
イ
ギ
リ
スStracha

       n  

ら
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
も
の

で
、
乳
児
期
に
い
ろ
い
ろ
な
微

生
物
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け
る

こ
と
で
免
疫
系
が
学
習
し
、
成

長
し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
筆
者
が
初
め
て
こ
の
仮
説

を
知
っ
た
時
そ
れ
な
り
の
説
得

力
を
感
じ
た
も
の
だ

が
、
抗
原
を
回
避
す

る
た
め
に
は
衛
生
的

な
環
境
が
好
ま
し
い

と
考
え
て
い
た
当
時

の
専
門
家
に
と
っ
て

衝
撃
的
な
学
説
で

あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
　
こ
の
仮
説
が
当
時

支
持
さ
れ
た
の
は
疫

学
的
事
実
か
ら
だ
け

で
な
く
、
免
疫
学
的

に
説
明
可
能
で
あ
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。

非
衛
生
的
環
境
で
は

細
菌
な
ど
が
自
然
免
疫
系
に
よ

り
認
識
さ
れ
、
自
然
免
疫
系
の

活
性
化
を
通
じ
て
調
節
性
Ｔ
細

胞
（T

reg

 
   ）
の
発
達
が
促
進

さ
れ
た
結
果
と
し
て

T
h1/T

h2

 
    
   の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
、
過
剰
な
免
疫
も
抑
制
さ
れ

る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　
衛
生
仮
説
に
対
す
る
反
論
も

多
く
あ
り
、
現
時
点
で
は
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
急
速
な
増
加
の

原
因
は
い
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
衛
生
仮
説
は
ア
レ
ル

ギ
ー
予
防
に
対
し
て
重
要
な
理

論
的
根
拠
と
な
り
う
る
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
に
は
複

雑
な
遺
伝
的
背
景
も
関
与
し
て

お
り
、
単
純
な
衛
生
仮
説
の
解

釈
に
よ
る
発
症
予
防
の
試
み
は

し
ば
し
ば
失
敗
に
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
最
後
に
鶴
田
先
生
は
、「
一

般
に
推
奨
で
き
る
だ
け
の
ア
レ

ル
ギ
ー
予
防
法
が
確
立
す
る
た

め
に
は
、
自
然
免
疫
が
如
何
に

し
て
正
常
な
Ｔ
細
胞
の
分
化
を

誘
導
す
る
か
な
ど
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
の
解
明
が
重
要
で
あ

る
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
は
小
児
科
医
に

と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な
疾
患

の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
攻
略

に
は
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
る
べ

き
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
印
象
づ
け
る
講
演
内
容
で

あ
っ
た
。

 

（
西
陣
・
長
谷
川
　
 功
）

　
小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
が
３
月
　
日
、
京
都
小
児
科
医
会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
と

３１

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
株
式
会
社
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
京
都
小
児
科

医
会
理
事
の
川
勝
秀
一
氏
か
ら
「
新
点
数
の
留
意
事
項
と
最
近
の
審
査
事
情
」
に
つ
い
て

解
説
。
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
医
師
の
鶴
田
悟
氏
よ
り
「
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
は
予
防
で
き
る
か
？
『
衛
生
仮
説
』
の
そ
の
後
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

小児科診療内容向上会のもよう

大
阪
協
会
　
周
年
企
画

５０

中
村
哲
医
師
講
演

　
講
　
演
「
ア
フ
ガ
ン
の
大
地

か
ら
観
る
明
日
の
世
界
と
日

本
」
中
村
哲
氏
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
現
地
代
表
）

　
日
　
時
　
６
月
　
日
（
日
）

１０

午
後
２
時
～
５
時（
２
時
～
男

声
合
唱
団「
昴
」、３
時
～
講
演
）

　
場
　
所
　
中
之
島
公
会
堂

　
申
　
込
　
要
事
前
申
込
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
６
・
６
５
６
８
・
２
３

８
９
）、
入
場
無
料

　
主
　
催
　
大
阪
府
保
険
医
協

会
（
緯
０
６
・
６
５
６
８
・
７

７
２
１
）

医
師
婦
人
会
講
演
会
 

希
少
難
病
の
現
状

　
講
　
演
「
死
な
な
い
で
い
る

こ
と
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

中
岡
亜
希
氏
（
希
少
難
病
患
者

支
援
事
務
局
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
）
副

代
表
理
事
）

　「
日
本
が
救
え
な
い
患
者
た

ち
」
小
泉
二
郎
氏
（
希
少
難
病

患
者
支
援
事
務
局（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
）

代
表
理
事
）

　
日
　
時
　
６
月
　
日
（
木
）

１４

午
後
２
時
～
４
時

　
場
　
所
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都
５
Ｆ「
古
今
の
間
」

　
会
　
費
　
医
師
婦
人
会
会
員

２
０
０
０
円
、
会
員
外
２
５
０

０
円
（
テ
ィ
ー
・
ケ
ー
キ
付
）

　
申
込
先
　
小
山
久
美（
下
東
）

方
（
緯
０
７
５
・
６
９
１
・
２

４
４
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９
１
・
２

５
５
６
）

　
主
　
催
　
京
都
府
医
師
婦
人

会
市
民
講
座
 

国
民
医
療
の
今
日
的
課
題

　
日
　
時
　
６
月
　
日
（
土
）

１６

午
後
　
時
　
分
～
４
時

１２

５０

　
場
　
所
　
京
都
大
学
　
学
術

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
南
館

（
左
京
区
吉
田
本
町
）

　
講
座
①
「
福
島
第
１
原
発
と

医
療
」
松
井
英
介
氏
（
岐
阜
環

境
医
学
研
究
所
所
長
）
②
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
医
療
」高
山
一
夫
氏（
京

都
橘
大
学
准
教
授
）
③
「
貧
困

と
医
療
」
垣
田
さ
ち
子
氏
（
京

都
府
保
険
医
協
会
副
理
事
長
）

　
資
料
代
　
大
人
５
０
０
円

（
学
生
無
料
）

　
主
　
催
　
第
　
回
医
療
研
究

３９

全
国
集
会
　
京
都
現
地
実
行
委

in

員
会
（
緯
０
７
５
・
８
０
１
・

８
０
０
２
）・（
財
）
日
本
医
療

労
働
会
館
・
国
民
医
療
研
究
所

「「「「「「「「「「
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
生生生生生生生生生生
仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮
説説説説説説説説説説
」」」」」」」」」」とととととととととと
アアアアアアアアアア
レレレレレレレレレレ
ルルルルルルルルルル
ギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーー
疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾
患患患患患患患患患患
予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防
のののののののののの
可可可可可可可可可可
能能能能能能能能能能

「
衛
生
仮
説
」と
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
予
防
の
可
能
性性性性性性性性性性性

小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

 訃
　
報
 

　
田
原
和
夫
氏
（
享
年
　
、
伏

７６

見
）
４
月
　
日
ご
逝
去
。

２１

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

開業に必要な情報が盛りだくさん ！！

新規開業予定者のための講習新規開業予定者のための講習会会

　日　時　６月１６日 （土）午後６時～８時（開場：午後５時３０分）
　場　所　「ル・クラブ・ジャズ」（中京区三条御幸町西北

角ありもとビル２階　緯０７５崖２１１崖５８００）
　演　奏　ビブラホーンの魅力
　　　　　斉藤歌奈（vib）カルテット
　参加費　５,０００円（フリードリンク・軽食付）
　定　員　要申込、先着４０人
※終了後セッションタイムあり
　（８時以降セッションタイムの飲食代は各自負担）
　楽器を演奏される方はご持参下さい。
※駐車スペースはありませんので、公共交通機関をご利用下さい。
※ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わ
せの上どうぞ。

ジャズを楽しむ会ジャズを楽しむ会  ビブラホーンの魅力ビブラホーンの魅力
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